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今
川
植
百
官
常
七
、
年
三
十
一
、
偶
ま
嘔
逆
を
恵
い
て
昼
夜

止
ま
ざ
る
こ
と
＋
又
一
目
。
眼
珠
高
く
突
出
せ
ん
と
す
る
が
如

く
、
舌
上
微
黄
色
に
し
て
白
点
あ
り
、
脈
遅
緩
、
已
に
植
皮
竹

筒
湯
の
類
を
用
い
て
効
あ
ら
ず
。

　
寛
啓
二
年
庚
戌
十
一
月
九
日
、
斎
順
に
来
て
診
を
請
う
。
之

を
診
す
る
に
、
頂
上
胆
気
あ
り
、
乃
ち
蔚
子
（
一
匁
）
、
附
子

　
（
六
分
）
、
柿
柴
（
六
分
）
、
人
参
（
四
分
）
、
右
四
肢
を
一

貼
と
作
し
、
目
に
二
貼
を
与
う
。
夜
半
に
至
り
、
臓
止
ん
で
安

唾
す
。
次
の
目
に
至
り
で
、
又
発
し
で
止
ま
ず
、
乃
も
前
者
に

伏
竜
肝
を
加
え
、
六
貼
に
し
て
全
く
愈
ゆ
。
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